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植物の分子フェノロジーと野外エピゲノミクス 



















私達は、アブラナ科の多年草ハクサンハタザオ (Arabidopsis halleri subsp. gemmifera) 
を対象に分子フェノロジーの研究を進めている。高解像度分子フェノロジーデータを得る
ことにより、花成抑制遺伝子 FLC（FLOWERING LOCUS C）が過去 6週間の低温を記憶
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